
 

四旬節第三主日 （２０２６年３月８日） 
※礼拝中に起立の部分がありますが、お体の悪い方はご無理をなさらず、着席のままで結構です。 

 

開会の部 

前  奏 

初めの歌       ♪１９１ “主キリスト・イエスよ” （1～4節） 

み名による祝福～罪の告白～ゆるしの祈願          式文１ページ 

詩編交読        詩編９５編 

 

 

            ※別紙をご覧ください。 

 

 

 

グロリア パトリ / キリエ                       式文２ページ 

（※四旬節の期間、グロリアは歌いません。） 

 

みことばの部 

 

祝福の挨拶                              式文４ページ 

主日の祈り 

憐れみ深い神様。いのちの水の泉であるあなたは、私たちの渇きを癒し、

罪を洗い清めてくださいます。私たちにいつもこの水を与えてください。

御子から溢れ出る真理の井戸から飲むことができるよう私たちを導い

てください。 

あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・

キリストによって祈ります。                   アーメン 

 

第 1朗読日課  出エジプト記 17：1～7             (旧約 122頁) 

第 2朗読日課  ローマの信徒への手紙 5:1～11       (新約 279頁) 

詠   唱                             式文 5ページ 

福音書の朗読  ヨハネによる福音書 4：16～30          （新約 169頁） 

みことばの歌      ♪３５０ Ⅰ “わがたましいを” （1～4節） 

説  教        『霊と真理による礼拝』  髙野公雄師 （動画） 

信仰の告白            使徒信条               式文６ページ 

奉献の部     

祝福の挨拶                             式文６ページ 

奉献(献金)    ※ 神への感謝です。ご用意のない方も感謝の心をささげてください。 

奉献唱～奉献の祈り                        式文７ページ 

主の祈り                                式文８ページ 

派遣の部  

祝福の挨拶～ヌンク・ディミティス                 式文９ページ 

教会の祈り          山野道子 

祝  福                                式文１０ページ 

終わりの歌         ♪ ７３“主はわが隠れ家” （1～3節） 

後  奏 
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詩編  ９５編 

主
しゅ

に向
む

かって喜
よろこ

び歌
うた

おう。救
すく

いの岩
いわ

に向
む

かって喜
よろこ

びの叫
さけ

びをあげよう。 

   み前
まえ

に進
すす

み、感謝
かんしゃ

をささげ、楽
がく

の音
ね

に合
あ

わせて喜
よろこ

びの叫
さけ

びをあげ

よう。 

主
しゅ

は大
おお

いなる神
かみ

。 

    すべてを超
こ

えて大
おお

いなる王
おう

。 

深
ふか

い地
ち

の底
そこ

もまたみ手
て

の内
うち

にあり、山
やま

々
やま

の頂
いただ

きも主
しゅ

のもの。海
うみ

も主
しゅ

のも

の、 

   それを造
つく

られたのは主
しゅ

。陸
りく

もまた、み手
て

によって形
かたち

づくられた。 

わたしたちを造
つく

られた方
かた

、主
しゅ

のみ前
まえ

にひざまずこう。 

   共
とも

にひれ伏
ふ

し、主
しゅ

を拝
おが

もう。 

主
しゅ

はわたしたちの神
かみ

、わたしたちは主
しゅ

の民
たみ

。 

   わたしたちは主
しゅ

に養
やしな

われる群
む

れ、み手
て

の内
うち

にある羊
ひつじ

。 

今日
き ょ う

こそ、主
しゅ

の声
こえ

に聞
き

き従
したが

わなければならない。 

   「あの日
ひ

、荒
あ

れ野
の

のメリバやマサでしたように、心
こころ

を 頑
かたくな

にしては

ならない。 

あのとき、あなたたちの先祖
せ ん ぞ

はわたしを試
こころ

みた。 

   わたしの業
わざ

を見
み

ながら、わたしを試
ため

した。 

四
よん

十
じゅう

年
ねん

の間
あいだ

、わたしはその世
せ

代
だい

をいとい、 

   心
こころ

の迷
まよ

う民
たみ

と呼
よ

んだ。 

彼
かれ

らはわたしの道
み ち

を知
し

ろうとしなかった。 

   わたしは怒
い か

り、彼
か れ

らをわたしの憩
い こ

いの地
ち

に入
い

れないと誓
ち か

った。」 
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